
剰余金となりました。ここから、減債積立金として５４億６，５８８万円、資本金への

組入として６９億２，０８５万円の利益処分を行いました。

　これからも市民の皆様に、安定的・継続的に下水道サービスを提供していくために、

事業の効率化や経費節減に努めてまいります。

　また、資源の有効利用を図るため、下水処理水による再生水利用下水道事業等を推進

しました。

　財政状況においては、令和４年度決算の収益的収支において５４億６，５８８万円の

純利益が生じました。当年度純利益に減債積立金の取崩しに伴い発生するその他未処分

利益剰余金変動額６９億２，０８５万円を加え、１２３億８，６７３万円の未処分利益

ました。

  下水道事業では、下水道の使命である快適で安心して

暮らせる生活環境の提供を目指し、増大する老朽化施設

の改築需要に対応するため、改築更新を最重点で取り組

みました。

　また、浸水対策については、重点的に雨水対策を行う

「雨水整備Ｄｏプラン2026」に基づき取組みを進めており、

特に天神周辺地区については、対策を強化した「レイン

ボープラン天神」第２期事業を推進しました。

　このほか、下水道施設の耐震化や水洗化区域の拡大、公共用水域の水質保全のための

合流式下水道の改善などを図るため、管渠・ポンプ場・処理場の整備を計画的に実施し

令和４年度 下水道事業会計決算について



(単位：百万円）

下水道整備事業　　計 26,359

令和４年度 下水道事業会計主要事業実施状況

① 改築更新

③ 地震対策

④ 未整備区域の解消

② 浸水対策

⑤ 合流式下水道の改善

14,402

6,371

2,572

2,072

790

⑥ 再生水利用下水道事業 152



令和４年度 下水道事業会計決算の内訳

（単位：億円、消費税込み）

（億円）

下水道使用料
２８０

〔60.1％〕

一般会計繰入金

（雨水処理

負担金等）
１７６

〔37.8％〕

維持管理費

（水処理センターの
動力費・薬品費・

委託料等）
１４４

〔34.1％〕

企業債（借入金）の

支払利息等
９９

〔23.5％〕

減価償却費等
１７９

〔42.4％〕

企業債（借入金）
３３２

〔71.9％〕

国庫補助金

８１

〔17.5％〕

一般会計繰入金42
〔9.1％〕

資本的収支不足額
２０５

建設改良費
（下水道施設

の整備費）
２２４

〔33.6％〕

企業債（借入金）
の元金償還金

４４３

〔66.4％〕

その他１０
〔2.1％〕

収益的収支 資本的収支

単年度利益 ３９

消費税

調整額
５

その他
７

〔1.5%〕

建設改良費

（下水道施設の

整備費）

275

企業債（借入金）の元

金償還金

251

企業債（積立金）

53

0
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300

400
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600

47.5%

43.3%

企業債（借入金）

163

国庫補助金

67

一般会計繰入金
45

企業債（積立金戻入）
30

その他
2

資本的収支不足額
272

14.7%

0.6%

21.8%

53.1%

維持管理費（動力費・薬

品費・委託料等）

169

企業債（借入金）の

支払利息等

39

減価償却費等

287

0

100

200

300

400

500

600

58.0%

34.1%

7.9%

下水道使用料

268

一般会計繰入金

（雨水処理負担金等）

180

その他

113

0

100

200

300

400

500

600

20.1%

32.1%

47.8%

単年度利益

55 消費税調整額

11

9.8%

9.2%

〔収益的収入〕
５６１億円

〔収益的支出〕
４９５億円

〔資本的収入〕
３０７億円

〔資本的支出〕
５７９億円

〔資本的収支不足額の補てん財源の内訳〕

損益勘定留保資金（減価償却費等）等 １９２

消費税調整額 １１

減債積立金取崩額 ６９

合計 ２７２

◇概 要

下水道事業会計は管理運営などに関する「収益的収支」と施設の建設などに関する「資本的収

支」に分かれています。

収益的収支については、収入５６１億円に対し、支出４９５億円で差し引き６６億円となり、その
うち消費税調整額１１億円を差し引いた結果、５５億円の純利益となりました。

資本的収支については、収入３０７億円に対し、支出５７９億円となり、差引２７２億円の資本的
収支不足額が生じましたが、損益勘定留保資金（減価償却費等）、消費税調整額及び減債積立金取崩
額等で補てんしました。



○収益的収支：管理運営に関する費用 (単位：百万円、△：減)

最終予算 決算額
予算額に比べ
決算額の増減 執行率

( A ) ( B ) （Ｂ）－（Ａ） （ Ｂ )/( A )

下 水 道 使 用 料 27,001 26,804 △ 197 99.3%

一 般 会 計 繰 入 金 18,600 18,056 △ 544 97.1%

そ の 他 10,823 11,234 411 103.8%

合 計 56,424 56,094 △ 330 99.4%

最終予算 決算額 不用額 執行率

( A ) ( B ) （Ａ）－（Ｂ） （ Ｂ )/( A )

維 持 管 理 費 17,539 16,896 643 96.3%

企 業 債 利 息 等 3,952 3,950 2 99.9%

減 価 償 却 費 等 28,697 28,687 10 100.0%

合 計 50,188 49,533 655 98.7%

6,236 6,561 325

○資本的収支：施設の建設などに関する費用 (単位：百万円、△：減)

最終予算 決算額 翌年度繰越額 差引増減額

( A ) ( B ) （Ｃ） （Ｂ）－（（Ａ）－（Ｃ）） （ Ｂ )/( A )

企 業 債 26,751 16,285 9,181 △ 1,285 60.9%

国 庫 補 助 金 10,683 6,736 3,691 △ 256 63.1%

一 般 会 計 繰 入 金 4,466 4,466 0 0 100.0%

企 業 債 償 還 金
積 立 金 戻 入 2,985 2,985 0 0 100.0%

そ の 他 456 249 272 65 54.6%

合 計 45,341 30,721 13,144 △ 1,476 67.8%

最終予算 決算額 翌年度繰越額 不用額

( A ) ( B ) （Ｃ） （Ａ）－（Ｂ）－（Ｃ） （ Ｂ )/( A )

建 設 改 良 費 41,620 27,599 13,389 632 66.3%

企 業 債 償 還 金 25,095 25,095 0 0 100.0%

企業債償還金積立金 5,253 5,253 0 0 100.0%

そ の 他 11 3 0 8 27.3%

合 計 71,979 57,950 13,389 640 80.5%

△ 26,638 △ 27,229 △ 245 836

最終予算 決算額 差引増減額

( A ) ( B ) ( B )-( A )

減 債 積 立 金 6,921 6,921 -                

損益勘定留保資金等 18,278 19,213 935

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税
資 本 的 収 支 調 整 額 1,439 1,095 △ 344

合 計 26,638 27,229 591

資本的収支差額

135.3%

執行率

（ Ｂ )/( A－Ｃ )

97.8%

98.9%

100.0%

資
本
的
支
出

区 分

27.3%

　補　て　ん　財　源

100.0%

（ Ｂ )/( A－Ｃ )

92.7%

100.0%

96.3%

収
益
的
収
入

執行率

95.4%

区 分

収
益
的
支
出

区 分

資
本
的
収
入

収益的収支差額

区 分

100.0%

※資本的収入が資本的支
出に対し不足する額につ
いては、左の表のとお
り、減債積立金、損益勘
定留保資金等（減価償却
費等）、消費税及び地方
消費税資本的収支調整額
で補てんします。



（△：減）

比率（％）

0.8

0.8

- 

△ 4.4

△ 4.4

- 

0.0

0.0

0.2

※年間処理水量、一日平均処理水量、一日処理能力は本市単独の処理場に係る分で流域関連公共下水道分を除く。

令和
４年度

令和
３年度

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％
自 己 資 本
構 成 比 率

％ ％

％ ％

％ ％

円 円

(公費負担分を除く)

管 渠 老 朽 化 率 8.8 8.0
法定耐用年数を経過した管渠延長

×100
下水道布設延長

50.5 49.4
有形固定資産減価償却累計額

×100

法定耐用年数を超えた管渠延長の割合を示す指標
です。

下水道使用料で回収すべき経費を、どの程度下水
道使用料で賄えているかを示す指標です。

経 費 回 収 率 107.0 120.4
下水道使用料

×100
汚水処理費

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がど
の程度進んでいるかを示す指標です。

有 形 固 定 資 産
減 価 償 却 率

(2)
財
務
指
標

自己資本金が総資本に占める割合で、比率が高い
ほど経営の安定性があるといえます。

57.2 56.2
資本金＋剰余金＋繰延収益

×100
負債・資本合計

現金及び比較的短期間のうちに回収または支払う
債権債務を表すもので、比率が高ければ高いほど
良好とされています。

流 動 比 率 66.0 73.6
流動資産

×100
流動負債

99.7 99.7
水洗便所設置済人口

×100
処理区域内人口

経常収益
経常の収益と費用を対比したもので、経営成績の主
たるものを表します。経常利益が発生すれば100％
を越えることになります。

経 常 収 支 比 率 111.2 111.8
（営業収益＋営業外収益）

×100
経常費用

（営業費用＋営業外費用）

72.6 84.7
晴天時一日最大処理水量

×100
処理能力（前年度末）

水洗便所を設置して汚水を処理している人口の割
合です。

(1)
施
設
指
標

晴天時における施設の利用状況を表すもので、率
が大きいほど施設を無駄なく利用しており、効率的と
いえます。

施 設 利 用 率 58.0 58.3
晴天時一日平均処理水量

×100
処理能力（前年度末）

晴天時における最大稼働状況を表すもので、率が
100％に近いほど処理能力に余裕がなくなります。

最 大 稼 働 率

処理した汚水のうち使用料の対象となる有収水量の
割合を表すもので、率が高いほど不明水が少なく効
率的といえます。

有 収 率 84.1 83.9
年間総有収水量

×100
年間総汚水処理水量

水 洗 化 率

管 渠 総 延 長 7,257,822 ｍ 7,241,366 ｍ 16,456 ｍ

項目 計算式 説明

処 理 区 域 面 積 17,199 ha 17,195 ha 4 ha

排 水 区 域 面 積 17,199 ha 17,195 ha 4 ha

471,784 ㎥ 493,463 ㎥ △ 21,679 ㎥

一 日 処 理 能 力 704,200 ㎥ 704,200 ㎥ 0 ㎥

人 口 普 及 率 99.7 ％ 99.7 ％ 0 ％

年 間 処 理 水 量 172,201,120 ㎥ 180,113,942 ㎥ △ 7,912,822 ㎥

摘要
増減

有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価

下水処理区域内人口一人当たりの企業債（借入金）
残高を示しています。

処 理 区 域 内 人口
一人当たり現債高

203,678 211,094
企業債現在高

処理区域内人口

行 政 区 域 内 人 口 1,633,502 人 1,619,893 人 13,609 人

処 理 区 域 内 人 口 1,628,980 人 1,615,280 人 13,700 人

区分 令和４年度 令和３年度
差引

一日平均処理水量

◇業務量

◇経営指標

令和４年度 下水道事業会計決算の業務量・経営指標



【雨水公費・汚水私費の原則】

【汚水処理にかかる経費の内訳】

下水道は、家庭や工場などから排出される汚水を下水管で水処理センターまで運び、きれいにし
て川や海に流すことで、川や海の水質を保ち、豊かな自然環境を守っています。また、地面に降っ
た雨水を、道路側溝、下水管や雨水排水ポンプ場を経て速やかに川や海へ流し、道路や建物が浸水
しないようにまちを守っています。

下水道事業にかかる経費負担区分の考え方は、受益者負担の考えから、家庭や工場などから排出
される汚水の処理は、下水道使用者の皆様から使用料をいただいて事業を行い、自然に起因する雨
水を排水し浸水を防ぐ雨水処理は、税金で事業を行っています。

下
水
道
の
果
た
す
役
割

汚れた水をきれいにする

下水道使用料で負担（私費）

浸 水 を 防 ぐ

税 金 で 負 担（公費）

下水道の財政について

◇下水道施設を維持・管理するための経費

汚水の処理に必要な費用は下水道使用者の皆様からいただいた下水道使用料でまかないます。
令和４年度は汚水１㎥（1,000ℓ）を処理するのに約１２０円かかりましたが、その内訳は下記の

とおりで、下水道施設の維持管理や施設建設時の借入金の返済などの経費に使われています。

汚水を水処理センター

まで運ぶ経費

9 円

（8 %）

汚水をきれい

にする経費

40 円

（33 %）

料金徴収

その他経費

17 円

（14 %）

施設の整備にかかった

借入金の返済金等

44 円

（37 %）

施設の整備にかかった

借入金の利息等

10 円

（8 %）

汚水１㎥をきれいにする経費（令和４年度決算） （消費税抜き）

汚水1㎥を

きれいにする

費用

１２０円
の内訳



【再生水利用下水道事業の収支】
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下水道の整備費と普及率の推移
普及率

下水管や水処理センターなどを建設するためにはたくさんの費用がかかります。その費用は国
からの補助金や借入金（企業債）でまかなわれ、借入金の返済は下水道使用者の皆様からの使用
料や税金でまかなわれています。

本市ではオイルショック以降、本格的な整備を進め下水道の普及向上を図ったため、借入金
（企業債）の残高も年々増加し、平成１４年度がピークで約５，０９７億円ありましたが、企業
債の発行額を償還額の範囲内に抑制したことで、令和４年度には約３，２１４億円と２０年間で
１，８８３億円減少しました。

本市の下水道整備は、水洗化普及のための整備が概ね完了したことから、現在は増大する老朽
化施設の改築需要に対応するため、改築更新を最重点で推進しています。また、頻発する豪雨へ
の対応として、浸水対策を引き続き進めるとともに、直下型地震への備えとして、地震対策を積
極的に進めています。
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借入金（企業債）の残高

億円

億円

◇下水道施設を建設するための経費

整備費

本市では水処理センターから放流される処理水の一部を再生処理し、大型ビル等の水洗便所の
洗浄用水や公園・街路等の樹木への散水用水として再生水を供給しております。令和４年度は再
生水利用下水道事業として６億６，８５６万円の収入（うち、再生水料金収入５億２，１７０万
円）があり、再生水を供給するためにかかった費用５億３，５８６万円を差し引くと、１億３，
２７０万円の利益となりました。また、供給箇所数は令和４年度末時点で511箇所となっていま
す。
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